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Municipal
News

小 林 市 が 進 め る 政 策 や

　 　 　 　 　 　 　 事 業 を 紹 介 し ま す

市政
ニュース

市立病院で妊婦健診が始まります

　現在、市内に産婦人科の医療機関がないこ
とを受け、５月９日から毎週火曜、金曜の週
２回、宮崎大学医学部附属病院から非常勤医
師が派遣されます。
　出産まで 10 回以上の健診が必要となる妊
婦の方が市外の医療機関に通わなければなら
ないことの負担を軽減し、分娩までの妊婦健
診を行います。
　完全予約制となっていますので、希望され
る場合は電話での予約をお願いします。
●予約・問：市立病院地域医療連携室
　　　　　　℡ 23‐8225

小野湖を活用した事業スタート

　３月 19 日、須木の小野湖の活用を図る
「ウォーターフロント推進事業」の記念式典
を開催しました。㈲平宮（平

ひらみや

宮力
り き お

夫代表取締
役）の協力のもと、県内市町村では初となる
地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）を
活用した事業を実施。ＳＵＰボード３基、浮
桟橋４基と船外機などを整備しました。今後、
ボート競技の大会や合宿誘致、観光での活用
などが期待されています。

企業版ふるさと納税を活用

妊婦の負担軽減のため

　市では、大規模災害発生時に
情報通信手段の確保を図るた
め、地区体育館や公民館などの
17 ヶ所に無線 LAN 環境（無料
で利用できる Wi-Fi）を整備し
ました。災害時のほか、施設利
用者の利便性向上や各施設で行
われるイベントでの活用などに
も期待されています。
　利用方法など詳しくは、市
ホームページ（右の QR コード
からアクセスできます）または、
各施設に掲示してある説明書を
ご確認ください。

避難所など 17 箇所にフリー Wi-Fi を整備		

防災時の情報通信手段の確保のため

Pickup Event

国指定天然記念物「エヒメアヤメ自生南限地帯」を初公開！

日時／ 4 月 1 日（土）、2 日（日）、8 日（土）
　　　　　  9 日（日）、15 日（土）、16 日（日）
時間／ 10 時～ 15 時　場所／小林 I.C 付近
注意事項／花の株を持ち去ったり、踏みつけたりし
　　　　　ないでください。
公開協力団体／エヒメアヤメを守り育てる会

生駒の自生南限地は昭和 43 年に国指定天然記念物に指
定されました。エヒメアヤメを守り育てる会や地域住民
などによる保護活動を続け、管理体制が整備されたため、
公開することになりました

　小林 I.C から生駒方面に 200 ㍍程先左側に
ある国指定天然記念物「エヒメアヤメ自生南
限地帯」を、今回初めて期間限定で一般公開
することになりました。この機会に、春を告
げる小さく可憐な花を観賞してみませんか。
●社会教育課（中央公民館）：℡ 22‐7912

4/1  ～   
     4/16

◆利用できる施設
　市民体育館、中央公民館、南地区体育館、細野地区体育館、
三松地区体育館、真方地区体育館、永久津地区体育館、西小林
地区体育館、八幡原市民総合センター、文化会館、内山地域福
祉センター、鳥田町小学校、奈佐木地区多目的研修集会施設、
紙屋老人福祉館、野尻保健福祉館、いきいきコミュニティセン
ター、須木総合ふるさとセンター

㊧このロゴが掲示されている
　場所で利用できます

㊨詳しくは、右の QR コードか
　ら市ホームページにアクセス

小林にゆかりのある「がんばる若者」を紹介！

小林
の

わけ
もん
Vo
l.1
2

大
お お ま る

丸 瑛
え い す け

介 さん

　牛にえさをやる瑛介さん。父：勝
か つ ひ ろ

弘さんから
「一頭一頭のえさの食べ具合などをみて体調を
確認しなさい」と厳しい指導を受けていました

小林秀峰高校を卒業し就農

　

小
林
秀
峰
高
校
を
今
年
３
月

に
卒
業
し
た
大
丸
瑛
介
さ
ん

（
18
歳
＝
水
流
迫
）。
肉
用
牛
を

育
て
る
家
業
を
継
ぐ
た
め
、
卒

業
と
同
時
に
就
農
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
動
物
が
好
き

で
、
家
業
を
手
伝
っ
て
き
た
瑛

介
さ
ん
。
高
校
２
年
の
と
き
に

競
り
市
で
周
り
か
ら
信
頼
さ
れ

る
父
の
姿
を
見
て
、「
自
分
も
父

の
よ
う
な
畜
産
農
家
に
な
り
た

い
」
と
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ミ
ル
ク
の
あ
げ
方

や
体
調
の
見
分
け
方
を
祖
父
母

に
教
わ
り
な
が
ら
、
子
牛
の
保

育
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
「
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

大
変
。
で
も
、
忙
し
さ
の
中
で

も
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す
父
の

よ
う
な
農
家
に
な
る
た
め
に
、

早
く
仕
事
を
覚
え
た
い
」。

　

小
林
市
の
農
業
を
担
う
若
き

農
家
と
し
て
、
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

周
り
か
ら
信
頼
さ
れ
る

父
の
よ
う
な
畜
産
農
家
に
な
り
た
い
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第２次小林市総合計画を策定しました
　市では、平成 29 年度から向こう９年間の小林市のまちづくりの指針となる「第２次小林
市総合計画（基本構想及び前期基本計画）」を策定しました。将来都市像を「みんなでてな
む　笑顔あふれる　じょじょんよかとこ　小林市」と掲げ、未来につながるにぎわいや笑顔
があふれる持続可能なまちづくりを、市民が主体のオール小林による協働体制で目指します。

みんなでてなむ  笑顔あふれる じょじょんよかとこ 小林市
～みんなで一緒に　笑顔があふれる　とても素晴らしいまち小林市を創造しましょう～

　

市
で
は
、
平
成
25
年
に
「
小

林
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
そ
の
中
で
総
合
計

画
の
策
定
を
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
総
合
計
画
は
、
小
林
市
を

今
後
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
く

の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
行
っ

て
い
く
の
か
な
ど
を
定
め
た
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
最
上

位
計
画
で
す
。

　

今
回
の
第
２
次
小
林
市
総
合

計
画
（
以
下
、
計
画
）
は
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
施
行

後
、
初
め
て
策
定
す
る
計
画
で

あ
り
、
条
例
の
内
容
を
反
映
さ

せ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
具

現
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
や
方
向
性
を
定
め
る
「
基
本

構
想
」、
ま
ち
づ
く
り
の
具
体

的
な
施
策
を
定
め
る
「
基
本
計

画
・
地
区
別
計
画
」、
さ
ら
に

具
体
的
な
事
業
を
定
め
る
「
実

施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
㌻
参
照
）。

　

具
体
的
に
は
、「
子
育
て
環

境
、
医
療
、
介
護
を
ど
う
す
る

の
か
」、「
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
」
な
ど
、
市
民
一
人
一
人
の

生
活
に
関
わ
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、「
基
本
構
想
」

は
、
平
成
29
～
37
年
度
の
９
年

間
、「
基
本
計
画
」
は
、
前
期

が
平
成
29
～
33
年
度
の
５
年

間
、
後
期
が
平
成
34
年
～
37
年

の
４
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
策
定
す
る

地
区
別
計
画
は
、
各
地
区
の
き

ず
な
協
働
体
を
主
体
に
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
計
画
と
し

て
随
時
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
は
、
策
定
後
の

実
現
に
向
け
て
、
策
定
段
階
か

ら
市
民
参
画
に
重
点
を
置
き
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
市
民
主
体
で
考
え
、
話
し
合

う
た
め
に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
が
基
本

構
想
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
市
民
と
行
政
の
共

通
の
目
標
と
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
市

民
と
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

小林市が目指す将来都市像

【特集】

　市民が主体のまちづくりを推進し、健康であり
笑顔で、「じょじょんよかとこ小林市（※）」をオー
ル小林で実現させよう、ということを表現してい
ます。
※地域・自然・文化・歴史などがきらきら輝くと
　ても素晴らしいまち

①市民が主体で、協働により行うまちづくり
②「基本的人権の尊重」の下、全ての市民が互いに助け合いながら暮らせるまちづくり
③豊かな自然、資源を守り育て、全ての市民が希望を持ち、安心して暮らせるまちづくり

基本計画
行政主体で策定し、施策をまとめたもの。

各地区のきずな協働体が主体で策定し、
地域の目標や取組をまとめたもの。

にぎわい
人も心もワクワク

にぎわうまち

産業振興
移住定住

シティ PR　など

いきいき
健康でいきいき

つながり合う笑顔のまち

福祉、子育て
医療、健康づくり

介護　など

まなび
生涯を通して学び合い

育ち合うまち

学校教育
生涯学習

スポーツ振興　など

くらし
豊かな自然と共に

安心してくらせるまち

地域公共交通
災害、水道

環境保全　など

総合計画の体系図

将来都市像に込められた思い

　平成 25 年に「小林市協働のまちづくり市民会議」の提言を
もとに制定した本市の自治基本条例（※）です。基本理念や、
まちづくりにおいて誰がどんな役割を担い、どのような方法で
決めていくのかなどの基本ルールを定めたものです。
※自治基本条例とは、住民自治に基づく自治体運営の基本原則
　を定めた条例で、「自治体の憲法」とも言われます。

総
合
計
画
は
ま
ち
づ
く
り

の
最
上
位
計
画
で
す

み
ん
な
の
生
活
に
関
わ
る

重
要
な
計
画
で
す

小林市まちづくり基本条例とは

具体的な事業などをまとめたもの。

市
民
Ｗワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

Ｓ
な
ど
を
行
い

多
く
の
意
見
を
反
映

市民ワークショップでは、高校生から
80 代までの約 150 人により「小林の
ありたい姿」に対する議論をしていただ
き、計画の基本構想へ反映しました

実施計画（平成 29 年度策定）

地区別計画 （随時策定）

「
基 

本 

構 

想
」

各分野のまちづくりの目標

まちづくりの基本理念（「小林市まちづくり基本条例第 4 条」）まちづくりの基本理念（「小林市まちづくり基本条例第 4 条」）



にぎわい ～人も心もワクワクにぎわうまち～

　

雇
用
を
創
出
し
、
市
民
の
所
得
の

向
上
を
図
る
た
め
、
本
市
が
誇
る
地

域
資
源
に
人
の
や
さ
し
さ
や
温
か
さ

と
い
っ
た
お
も
て
な
し
の
心
で
付
加

価
値
を
高
め
、
活
用
し
、「
人
が
集

ま
る
に
ぎ
わ
う
ま
ち
」
を
目
指
し
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
恵
ま
れ
た
農
畜
産

物
の
活
用
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

取
り
込
み
に
よ
る
雇
用
機
会
の
増
大

や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
移
住
定
住
施
策
の

推
進
な
ど
、
交
流
人
口
の
増
加
に
確

実
に
つ
な
げ
る
各
種
施
策
を
戦
略
的

に
推
進
し
ま
す
。

【主な事業】

【特集】第２次小林市総合計画を策定しました
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いきいき ～健康でいきいきつながり合う笑顔のまち～

　

交
流
、
出
会
い
、
絆
、
居
場
所
な

ど
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
働
く

場
所
や
趣
味
な
ど
、
市
民
が
い
き
が

い
を
持
ち
、
子
ど
も
も
大
人
も
「
健

康
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目

指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
地
域
医
療
・
健

康
都
市　

小
林
市
」
宣
言
を
踏
ま
え

た
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
人
口

減
少
を
緩
和
す
る
た
め
、
出
生
数
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
と
子
育
て
環
境
の
充
実
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
医
療
・
介
護
の
連

携
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
障
が

い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

まなび ～生涯を通して学び合い育ち合うまち～
　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一
人
一

人
が
継
続
的
に
学
ぶ
環
境
（
場
・
機

会
）
が
確
保
さ
れ
、
地
域
で
の
交
流

の
中
で
「
互
い
に
学
び
合
い
育
ち
合

う
世
代
間
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
ま

ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
魅
力
あ
る
教
育
環

境
を
整
備
し
、
若
年
層
の
流
出
を
防

ぎ
、
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、本
市
の
魅
力
で
あ
る
豊
か
な「
食
」

を
生
か
し
た
食
育
な
ど
、
郷
土
愛
を

醸
成
し
な
が
ら
、
多
彩
な
人
材
を
育

成
し
ま
す
。
さ
ら
に
国
際
交
流
や
教

育
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
多
く
設
け
、

０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
幅
広
い

世
代
が
一
緒
に
学
び
、
地
域
を
支
え

る
人
材
の
基
盤
を
作
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
人
と
人
と
の

良
好
な
関
係
や
交
流
が
あ
り
、
み
ん

な
で
支
え
合
い
、
認
め
合
え
る
誰
も

が
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
維
持
、
活
用
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
市
民
同
士
が
助

け
合
え
る
よ
う
日
頃
か
ら
隣
近
所

で
の
接
点
を
増
や
し
、
防
災
教
育

や
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
活
発

化
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
の
魅

力
で
あ
る
「
水
」
を
、
い
つ
ま
で

も
き
れ
い
で
お
い
し
く
飲
め
る
よ

う
に
、
水
質
管
理
に
取
り
組
み
、

施
設
な
ど
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

【主な事業】

くらし ～豊かな自然と共に安心してくらせるまち～

　総合的かつ横断的に組み合わされた以下の４つプロジェクトを、戦略的かつ優先
的に取り組むことで、本計画の実効性を高め、推進を図ります。

リーディングプロジェクト

①人口減少対策プロジェクト

②中山間地域対策プロジェクト

③健康都市プロジェクト

④水資源活用プロジェクト

●フードビジネス推進事業
●肉用牛振興対策事業
●中心市街地活性化推進事業
●観光 DMO 推進事業
●大人の社会塾（熱中小学校）事業
●移住等促進事業　ほか

【主な事業】
●地域福祉推進事業
●介護予防・日常生活支援
　総合事業
●がん検診推進事業
●子ども医療費助成事業
●地域医療対策事業　ほか

【主な事業】
●小中一貫教育推進事業
●小林の未来を担うキャリア
　教育推進事業
●生涯学習推進事業
●文化財保存活用事業
●市民体力向上事業　ほか

●地域防災対策事業
●地域公共交通対策事業
●男女共同参画推進事業
●水資源保全対策事業
●空き屋再生等推進事業
●上水道事業　ほか

総合計画策定までの経緯

　今回の総合計画は市民の皆さまとともに話し合い、考え、策定しました。さまざま
な立場から多くの市民の皆さまのご意見をいただき、計画に反映しています。

①総合計画市民ワークショップ
　各分野の団体や公募市民約 150 人に参加いただき、全２回にわたり議論しました。

②総合計画等審議会での審議
　昨年６月に設置し、全８回にわたり委員 20 人で内容を審議しました。

③市議会での議決
　２月に臨時議会が開催され、2 日間の集中審議により、可決されました。

④素案に対する意見募集（パブリックコメント）
　昨年 12 月から 1 月にかけて募集し、意見をいただきました。

⑤まちづくり市民アンケート
　市民 2000 人を対象に実施し、まちづくりへの市民意向を把握するなどしました。
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同車には、圧縮空気泡消火装置（CAFS 装置）が設備されており、
従来より少量の水で効率よく消火活動が行えます

須木地区の消防車両を更新
安心・安全の推進に期待
　２月 28 日、中央消防署須木分遣所の水槽
付消防ポンプ自動車１台を更新しました。
同日、交付式が行われ署員や議員、消防団
など 28 人が出席。時

と き と う

任幸
こ う い ち ろ う

一郎署長は、「ポ
ンプ自動車を活用し、今後、さらに市民の
安心・安全を守るため署員一丸となって努
力していきます」とあいさつしました。

市内各地で地域住民らによる、おもてなしも行われ参加者らは交流を
深めながら思い思いのペースでウオーキングを楽しみました

小林の絶景を楽しみながら
ウオーキング通して交流
　２月 25、26 日に「第 19 回みやざきツー
デーマーチ・こばやし霧島連山絶景ウオー
ク」を開催しました。北海道から沖縄まで、
２日間で述べ 2000 人が参加。参加者は、
三之宮峡や陰陽石、出の山公園、生駒高原
など市内各観光施設を巡る５㌔から 30 ㌔
までの８つの各コースを歩きました。

市青年団協議会を中心に約 200 人が恒例の「こばやし発 !! 走
れぞうれっしゃ」を歌い、平和や命の尊さを伝えました

地域・家庭・学校で子育て
教育フォーラムを開催
　３月 12 日、学校・家庭・地域の教育フォー
ラムを文化会館で開催しました。児童生徒、
保護者、教員や地域住民など約 900 人が来
場。学校と地域との協働による新たな学校
モデル構築事業や子育て紙芝居、今年で
18 回目となる「こばやし発 !! 走れぞうれっ
しゃ」の発表などを行いました。

花の咲く心躍る野尻を目指して！

きずな協働体 野尻地区今月は、

取り組みを紹介します

年
間
を
通
し
て
、
花

の
咲
く
、
心
踊
る
野

尻
を
目
指
し
ま
す
！

輝
け
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
じ
り

大お
お
は
た
こ
う
い
ち

畑
孝
壹
さ
ん

彼岸花の植栽の様子　県の事業「美しい宮崎づく
り」推進の一環として野尻を
横断する国道 268 号線沿線の
美化活動に取り組みました。
　今回の事業は、小林土木事
務所と輝けフロンティアのじ
りの協働事業として企画さ
れ、打合せや現地調査を繰り
返してきました。
　具体的には道の駅ゆ～ぱる
野尻の国道沿いの土手に地域
住民の皆さん 200 人の協力を

いただき彼岸花、バラの植栽
を実施しました。
　また、今年に入ってからは

「野尻の中心部国道の街路樹
の一部撤去と彼岸花の植栽」、

「観光スポットである萩の茶
屋近辺の桜の若木への植替と
バラの植栽」、「国道沿線の数
か所にワイルドフラワー（野
生の花の総称）の植栽」など
を小林土木事務所に実施して
頂きました。

社会福祉協議会の種
た ね だ

子田與
よ い ち

市会長は「民間事業者の力添えをいただき、
市民一体となった支援体制を構築していきたい」とあいさつしました

官・民協働で情報共有し
安心・安全なまちを目指す
　２月 22 日、地域見守り応援活動推進事業
の協定締結式が行われました。高齢者などで
支援が必要な人の見守り活動を推進するた
め、社会福祉協議会、12 の地元企業、警察署、
民生委員児童委員協議会と市が協定を締結。
相互に連携し、住民の異変を察知したとき
に通報する仕組みなどを整備していきます。

お菓子やお餅を拾う園児ら。施設は６月末に完成予定で、観光協会や
宮崎交通バス営業所、研修室や展示場などの機能を備える予定です

地域・観光交流センターの
上棟式で安全を祈願
　３月 21 日、旧小林駅舎に建設を進めて
いる「地域・観光交流センター（仮称）」
の建設現場で上棟式を行い安全を祈願しま
した。南保育園とこすもす保育園の園児ら
約 60 人が参加。建設中の建物からまかれ
たお菓子やお餅を園児らは歓声を上げなが
ら拾っていました。

東本さんは、「普段は使わなかったり、捨てられるような市内の
ものを活かして、ものづくりをしたい」と意気込みを話しました

ものづくりで地域活性化
東
ひがしもと

本由
ゆ か り

佳理さんが協力隊に
　３月１日、地域活性化と定住・定着を目
的とした総務省の「地域おこし協力隊」事
業で、東本由佳理さんを隊員として委嘱し
ました。前住地は大阪府大阪市で、木版画
や染物などの創作活動を展開。地方創生課
に所属し、市の資源を使ったものづくりを
通して、地域活性化に取り組みます。
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小
林
の
農
業
の
未
来
を
担
う

若
手
農
家
が
集
ま
り
、
研
究
や

情
報
交
換
な
ど
を
行
う
小
林
市

Ｓ
Ａ
Ｐ
会
議
。
そ
の
一
員
で
あ

る
大
出
水
拓
磨
さ
ん
は
、
全
国

青
年
農
業
者
会
議
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
で
、
最
高
賞
で
あ
る

農
林
水
産
大
臣
賞
の
栄
冠
を
手

に
し
た
。

　

大
出
水
さ
ん
は
お
茶
と
大
根

を
栽
培
す
る
農
家
。
今
回
、
９

月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
の
繁
忙

期
の
作
業
効
率
化
を
目
指
し
、

茶
畑
の
耕
運
と
地
中
へ
の
液
肥

の
散
布
を
同
時
に
行
う
機
械
を

自
作
し
た
取
り
組
み
を
発
表
。

１
年
半
に
も
お
よ
ぶ
研
究
で
、

経
費
を
抑
え
つ
つ
収
量
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
実
績
を
証
明
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
実
家
の

農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
大
出

水
さ
ん
。
高
校
卒
業
後
は
、
修

行
の
た
め
日
本
一
の
お
茶
の
産

地
静
岡
県
で
就
職
し
た
。

　
「
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
お

茶
農
家
に
出
会
い
、
そ
の
栽
培

の
難
し
さ
を
学
ん
だ
。さ
ら
に
、

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
技
術

や
知
識
を
磨
く
こ
と
の
重
要
性

を
知
っ
た
」。

　

23
歳
で
帰
郷
し
就
農
す
る

と
、
す
ぐ
に
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
議
に
入

る
な
ど
、
多
く
の
人
と
の
つ
な

が
り
の
実
践
に
努
め
た
。

　
「
今
回
の
発
表
も
Ｓ
Ａ
Ｐ
や

地
元
の
農
家
な
ど
の
協
力
で
実

現
で
き
た
。
支
え
て
く
れ
た
多

く
の
人
に
感
謝
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
み
ん
な
で
情
報
交
換
し

て
い
く
こ
と
で
見
え
る
こ
と
が

あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
」。

　

同
会
議
の
園そ

の
だ田

悠ゆ
う
す
け輔

理
事
長

は
「
優
し
く
、
頼
り
が
い
が
あ

り
み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る

存
在
。
大
出
水
さ
ん
だ
か
ら
、

み
ん
な
協
力
す
る
の
だ
と
思

う
」
と
そ
の
人
柄
を
称
え
る
。

　
「
地
域
の
農
業
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
は
一
人
の
力
で
は
困

難
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
農
業
を
続
け
て
い
き
た

い
」。

　

こ
れ
か
ら
も
、
明
る
く
、
堅

実
な
人
柄
と
技
術
力
で
小
林
の

農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

み
ん
な
で
小
林
の
農
業
を
盛
り
上
げ
た
い

㊤自作の機械を使う大出
水さん。㊥小林市 SAP 会
議のメンバー。現在、会
員を募集中。農業振興課
まで（℡23-0300）㊦にっ
こばまちづくり協議会で
ブルーベリー栽培。仕事
の傍ら、地域活動にも積
極的に参加している。
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若手農家 大
お お い で み ず

出水 拓
た く ま

磨 さん

Vol.67
こばやしびと 交通安全の下敷きと定規を寄贈

　２月 21 日、県自動
車整備振興会小林支部
が教育委員会に交通安
全の下敷きと定規を
450 セット寄贈しまし
た。斎

さ い と う

藤博
ひろし

会長は「児童の交通安全や教育に役
立てていただければ」とあいさつ。いただいた下
敷きと定規は、市内新小学１年生に配布します。

小林西高、市内６ヶ所で一斉清掃
　３月９日、小林西
高校の生徒らが「市
内一斉清掃」を行い
ました。同校１・２
年生の生徒と教員ら
165 人が参加。文化会館、総合運動公園や緑ヶ
丘公園など市内６ヶ所に分かれ、ゴミ拾いや草
抜き、落ち葉拾いなどを行いました。

女性の社会参画を目指し研修会開催
　３月 17 日、女性の
社会参画の推進を目的
に「女性リーダー研修
会」を開催しました。
約 30 人が参加し、女
性組織マネジメントプロコーチの押

お し か わ

川美
み き

紀さん
が登壇。参加者は、リーダーとしてあるべき行
動や考え方などの理解を深めていました。

まきばの桜まつり開催に向け清掃
　３月 19 日、今年で
復活 10 周年を迎える

「まきばの桜まつり」
の開催に向けボラン
ティア清掃活動が行
われました。細野まちづくり協議会や関係団体、
地域住民ら約 50 人が参加。桜並木周辺の草刈
りやごみ拾いなどを行いました。

地域の防災リーダーを育成
　３月 12 日、地域の
防災対策のリーダー
的役割を担う市民防
災リーダー養成講習
会を中央公民館で開
催しました。市民ら約 60 人が参加し、気象の
仕組みや救急救命法、ロープワークなど防災に
関する基礎知識を学びました。

産学金官で連携し地元就職を支援
　２月 16 日、にしも
ろ産学金官交流会を
開催しました。西諸２
市１町の産学金官が
連携し、異業種交流
や地元就職希望者を支援することを目的に、地
元企業や高校、銀行など約 140 人が参加。宮崎
大学の西

に し む ら

村勇
いさみ

さんの講演などが行われました。

新たに３人に人権擁護委員を委嘱
　 人 権 擁 護 委 員 に
中
な か し ま

島俊
と し こ

子さん（再任：
㊨）、椎

し い や

屋芳
よ し き

樹さん（新
任：㊥）、田

た な か

中登
のぼる

さん
（新任：㊧）が委嘱さ
れました。任期は平成 31 年 12 月 31 日までの３
年間。今後、人権相談や人権への理解を深める
ための啓発活動などを行います。

准看護学校の生徒 26 人が卒業
　３月３日、西諸医
師会立小林准看護学
校の卒業式がありま
した。26 人の生徒が
２年間通った学舎に
別れ。生徒を代表して、庄

し ょ う じ

司綾
あ や な

凪さんは「人の
命を預かることの重大さと責任を自覚し、看護
の道を邁進していきます」と決意を述べました。

第 56 回全国青年農業者会議で農林水産大臣賞を受賞

（32）
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■みんなの子育て奮闘記では、出演してくれる親子を募集しています。
　詳しくは、地方創生課（℡ 23‐1148）まで

【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325 ●須木庁舎住民生活課：℡ 48-3132
　　　●野尻庁舎住民生活課：℡ 44-1100

安心安全・子育て 健康コーナー

　　　　 知恵袋

小
林
市
立
病
院　
　

　

薬
剤
師　

田た
む
ら村　

栄え
い
こ子

薬
を
正
し
く
服
用
す
る
た
め
に

（
薬
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
）

元気の

薬の語源をご存知ですか。薬
という字は草冠（＝草）と

楽（＝病気を治す）からなり、病
気を治療する草という意味や古文
書によると「奇

く

すしき（並より優
れている、不思議な、神秘的なと
いう意味）力を発揮することから
くすりというようになった」とも
伝えられています。使い方次第で

「毒」にもなる「薬」。2 回分をま
とめて飲んでも早く治るものでは
なく、かえって悪影響が出る場合
もあります。
　薬を上手に使用するために次の
ことを知っておきましょう。①「薬
の名前」…同じような症状でも人
それぞれ使われる薬の名前は違
う。②「薬の作用」…薬の効果と、
もし飲まなかったら病気はどうな

るのかを知っておく。③「薬の副
作用」…必ず副作用が出るわけで
はなくても、その症状を知ってい
れば早い時期に対処できる。④「薬
の飲み合わせ」…他の薬やある食
べ物、飲み物と一緒に飲むと薬の
作用が強くなったり逆に弱くなっ
たり、時には予期しない作用が起
こることがある。⑤「薬を飲んで
いる時に注意すること」…例えば、
多めの水で服用する、服用後の運
転は避ける、日光に当たらないよ
うにするなど注意が必要。
　ほかにも食事をしなかったとき
や薬を飲み忘れたときはどうすれ
ばよいのかという事も知っておき
ましょう。薬について分からない
ことがあれば、いつでも薬局の薬
剤師にお尋ね下さい。

健康コーナー

　

　10 年前健診を受けたところ、主治医から
「心筋梗塞を発症している」と診断され、自
覚症状の無いまま救急搬送されました。幸い、
診断・治療が早期だったため、事なきを得、
以来喫煙と暴飲暴食をやめました。そのおか
げか、健診結果は以前よりも改善しました。
　定年後はシルバー人材センターに入会し、
月 10 日ほど就労して体を動かしたり、人と
対話したりして過ごしています。家庭では狭
い庭に色々な野菜を育て新鮮で美味しい食卓
を囲んでいます。また、仲間とソフトボール
で汗を流したり、友人や兄弟と釣りに出かけ
たりと、充実した日々を過ごしています。

健康の達人 　　
　  　

ヘルスメイトさんの

野菜レシピ

●作り方

①タマネギをみじん切りにする

②キャベツは千切りにし、塩

　小さじ１弱を揉みこみ５分

　置き、冷水にとった後、水

　気を切る

③肉ダネの材料と調味料をボ

　ウルに入れてよく混ぜ、食

　べやすい大きさに形成する

④②を肉ダネにギュッギュッ

　とくっつける

⑤フライパンに水約 200 ㏄

　をいれ、その上にクッキン

　グシートを敷き④を並べ、

　火をつける

⑥沸騰したらふたをして、中

　火で約８～ 10 分蒸したら

　できあがり

キャベツの
花しゅうまい

【材料…2 人分】
・キャベツ   ……200 ㌘
～肉ダネ～
・鶏ひき肉   ……100 ㌘
・タマネギ  ………20 ㌘
～調味料～
・しょうゆ …小さじ 1/2
・砂糖 ………小さじ 1/2
・酒　 ………小さじ 1/2
・しょうが     ………適量
・塩コショウ  ………適量
・片栗粉   ………大さじ１

今月の旬の食材は

キャベツ

充実の日々を送る！

【極意】

　
　Ｑ

子育て奮闘記
みんなの

Ａ

Ｑ

Ａ

　部活動をやっていて、それ
以外の時間が少ないので、睡
眠時間もちゃんと確保させて
あげようと、ついつい何もか
も急がせてしまっています。
こんな生活でちゃんと心が育
つのか心配です。

　乳歯の内側に永久歯が生えて
いるのであれば、日ごろの歯の
お手入れが大変だと思います。
早めに、かかりつけの歯科医師
に相談し、適切に対応してくだ
さい。

　子どもが部活動をやりた
がっているのであれば、睡眠
時間や家庭学習の時間の確保
も大切であることなどを親子
で話し合いましょう。時間の
使い方、時間の大切さなどに
ついて理解を深め、いろいろ
な活動がスムーズにできるよ
う取り組んでみてはいかがで
しょうか。

大お
お
た田　

啓け
い
い
ち市
さ
ん

　乳歯の生え変わりが遅くて、
永久歯が内側に生えてしまった
のですが、このままにしておく
と歯並びが悪くなるのではと不
安です。こういう場合、自力で
外側に押し出すなど、何か対処
した方がよいのでしょうか？

たくさんの課が連携して、

子育てを応援します。

スポーツ振興課

子育て支援課

健康推進課

学校教育課

社会教育課

　　　安心安全情報

交通事故発生状況

種別　　２月　　累計   　昨年
人身
物損
死者
負傷者
全国死者

21 39
64 147
０ ０

22 44
581 （昨年同月比　－ 37）

－ 16
－ 12

－ 24
±０

　±０
－２

　－１
　＋３

－７

火災・救急発生状況

種別　　  ２月　   累計　 昨年
建物
林野
車両
その他
救急

１ ２
２ ２
0 ０
３ ６

141 341

春は交通事故が多い季節

　春は、入学や入社などで新生活を
向かえる人が多い季節です。生活環
境が変化するこのような時期には、
ちょっとした油断や不注意から交通
事故が増加する傾向にあります。
　また、交通事故の多い時間帯は、
出勤や登校などの朝方、退勤や下校
などの夕方で、年代別では高齢者や
２０歳代が多いという特徴がありま
す。
　交通事故を防止するためには、ひ
とりひとりが交通安全への意識を高
め、交通ルールを守ることが大切で
す。車を運転する人、歩行する人そ
れぞれが次のことを心がけて、安心
安全な生活を送りましょう。

●自動車を運転する人
・緊張感を持って運転する。
・車間距離は広めにとる。
・制限速度を守る。
・ライトは早めに点灯し、こまめに
切替える。
●歩行する人
・横断歩道を渡り、急な横断、飛び
出しをしない。
・夜間は、明るく目立つ服装、反射
材を着用する。
●自転車を運転する人
・夜間は早めにライトを点灯する。
・下り坂などでのスピードの出しす
ぎに注意する。
・自転車も車両であると理解し、基
本的な交通ルールを守る。　　

今月の奮闘家族 

指
いぶすき

宿浩
こ う じ

二さん（37）、照
て る み

美さん（41）、

友
ゆい

ちゃん（10）、翔
かける

くん（８）



　

３
月
５
日
、
市
内
初
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
「
第
１
回
こ
ば

や
し
霧
島
連
山
絶
景
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
約
１
５
８
１
人

が
参
加
。
総
合
運
動
公
園
を

発
着
と
す
る
、
１
㌔
か
ら
10

㌔
ま
で
６
コ
ー
ス
を
、
参
加

者
は
霧
島
連
山
を
眺
め
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
走

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ

ン
代
表
の
田
中
智
美
さ
ん
や

女
性
誌
ａ
ｎ
ａ
ｎ
の
読
者
モ

デ
ル
が
所
属
す
る
ａ
ｎ
ａ
ｎ

総
研
マ
ラ
ソ
ン
部
か
ら
３
人

が
来
市
。
参
加
者
と
一
緒
に

競
技
に
参
加
し
、
マ
ラ
ソ
ン

を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
、
牛
汁

の
振
る
舞
い
や
地
元
の
特
産

品
が
当
た
る
抽
選
会
、
ダ
ン

ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ

会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

Photo １ ファミリー部門では、親子で手をつなぎながら走っていました。 ２ 仮
装をして走る参加者も。 ３ 笑顔で競技を楽しむ参加者。 ４ 市内の高校生など
多くの人が給水などボランティアとして参加。 ５ 10 ㌔の部で国道 221 号線
を走る参加者。 ６ ゴールするときには、達成感で笑顔がこぼれていました ７ 
ゲストランナーの田中智美選手と anan 総研マラソン部。 ８ スタートでは、吹
奏楽の演奏で選手を応援。 ９ 競技終了後のダンスイベント。市内外のダンスチー
ムが出演。10 スタート直後、勢いよく坂を駆け降りる選手ら。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
小
林

で
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
行

う
こ
と
は
、
私
を
含
め
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
願

い
で
し
た
。

　

今
回
、
初
開
催
と
な
り

コ
ー
ス
途
中
の
お
も
て
な

し
な
ど
市
内
高
校
生
か

ら
一
般
の
方
ま
で
総
勢

６
０
０
人
も
の
方
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
沿
道
で

の
応
援
も
多
く
、
市
民
総

出
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
部

門
な
ど
で
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
参
加
も
あ
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の

田
中
智
美
選
手
や
小
林
高

校
駅
伝
部
の
生
徒
た
ち
と

一
緒
に
走
れ
た
こ
と
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
と
て
も
す

ば
ら
し
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
の
導
入
も
検
討

し
、
さ
ら
に
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
に
参
加
し
て
も
ら
う

工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
み
ん
な

で
小
林
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
の
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

市
内
初
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
５
８
１
人
が
参
加

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
市
民
総
出
で

小
林
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
に
す
る

Photo Report 第１回こばやし霧島連山絶景マラソン大会

８ １３

２４

５

６

７10

９

主
催
者
に
話
を
聞
き
ま
し
た

大会実行委員会

会長熊
く ま の さ こ

ノ迫 文
ふ み お

夫

参加者に話を聞きました

　小林市でマラソン大会があると
聞いて、親子で挑戦しました。子
どももまだ小さいため、短い距離
ならと、１㌔コースに出場しまし
た。子どもが大きくなったら、もっ
と長い距離を走れるようになるの
で、このマラソン大会で絶景を楽
しみながら、また走りたいです。

小さい子供とも一緒に走れ
る１㌔コースに出場！

親子で参加

宮崎市在住

崎
さ き た

田 美
み ほ こ

保子 さん

　　  梨
り ん か

花ちゃん

　小林市で念願のマラソン大会が
開催されて本当にうれしいです。
西都市や綾町で開催される大会に
も出場するほどマラソンが好きな
ので、ずっとこの日を待っていま
した。大会直前に風邪をひいてし
まって走れないかなと心配でした
が、なんとか走れてよかったです。

念願のマラソン大会が開催
されて、本当にうれしい！

５㌔の部に参加

市内在住

永
ながむら

村 洋
よういち

一 さん

　友人や家族と一緒に参加しまし
た。子どもにとって小学生最後の
良い思い出になったと思います。
中盤苦しかったですが、いちごと
バナナで元気が出ました。

友人や家族と参加。おもて
なしでなんとか完走！

【えびの市から参加（左順）】

溝
みぞぐち

口良
りょうじ

二さん、大
おおかわうち

川内亮
りょう

さん、大
おおかき

柿

和
か ず や

哉さん、瀬
せ と ざ き

戸崎文
あ や か

香さん、瀬
せ と ざ き

戸崎

章
き し こ

史子さん、瀬
せ と ざ き

戸崎岳
たけひろ

大さん
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お 出 か け ガ イ ド
行 っ て み よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。

すきむらんど滝まつり 2017
ゴールデンウィークのお出かけに 西諸の文化や歴史を堪能！

西諸広域文化財マップを発行

　 西 諸 ２ 市 １ 町
で、西諸広域文化
財マップを作成し
ました。各市町の
主な文化財をピッ
クアップして写真
や解説、地図など
を掲載しています。
マップを片手に西
諸の文化財を巡っ
てみませんか。次の窓口で無料で配布します。
なお、観光施設にも設置しますので、お持
ち帰りください。●配布窓口＝社会教育課（中
央公民館）、野尻庁舎地域振興課、須木庁舎
地域振興課●問＝社会教育課（℡ 22‐7912）

　法曹資格を
持つ市の法務
専門監が、法
律講座を開催
します。●日
時 = ①４月 29
日（土）、②６月３日（土）、③７月８日（土）
の 14 時～ 17 時 10 分（受付：13 時 30 分～）
●内容＝①消費者被害、②相続・遺言、③
近隣トラブル●場所＝中央公民館●参加費
＝無料●対象＝市内在住、在勤、在学の人
●定員＝ 30 人（申込多数の場合抽選）●申
込締切＝①４月 25 日（火）、②５月 25 日（木）、
③６月 29 日（木）●申込方法＝電話で申込
ください。●申・問＝市民課（℡ 23‐1141）

市民法律講座を開催します
法律を学びより豊かな生活に 25万本のポピーが咲き誇ります！

　生駒高原にピンク色や黄色のアイスラン
ドポピー、オレンジ色のカルフォルニアポ
ピーなど 25 万本が咲き誇ります。●日時＝
４月 15 日（土）～５月 14 日（日）９時～
17 時●場所 = 生駒高原●入場料 = 高校生以
上：520 円、中学生：300 円、小学生以下：
無料●問＝生駒高原（℡ 27‐1919）

生駒高原ポピーまつり 2017

　「すきむらんど」で、ゴールデンウィー
クに滝まつりを開催します。会場では、魚
のつかみどりや物産市、ステージイベント
など楽しいプログラムが盛りだくさん！ぜ
ひお越しください。●開催日（予定）= ５
月６日（土曜）●場所＝すきむらんど●問
＝すきむらんど（℡ 48‐2480）

ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
個
人
・
団
体
を
表

彰
す
る
小
林
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
賞
表
彰
式
が
、
2
月
22
日
に
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
で

は
、
同
協
会
の
安あ

ん
ら
く樂

重し
げ
の
り則

会
長
が

「
皆
さ
ん
の
活
躍
で
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
小
林
市
を
県
内
外
に
広
く
高
め

た
１
年
で
し
た
。
努
力
を
重
ね
て

い
た
だ
き
、
更
な
る
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
受

賞
者
を
代
表
し
て
小
林
秀
峰
高
校

新
体
操
部
の
黒く

ろ
だ
か
ず
ま

田
一
馬
選
手
が
「
一

層
努
力
し
競
技
力
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
心
身
と
も
に
成
長
で
き
る
よ
う

精
進
し
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

◆
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

▼
山や

ま
し
た下

康こ
う
い
ち一

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
個
人
】

▼
西に

し
む
ら村

延の
ぶ
よ代

（
陸
上
）

【
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
団
体
】

▼
小
林
秀
峰
高
新
体
操
部

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
団
体
】

▼
三
松
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
▼
小
林
中
陸
上
駅
伝
部
（
男

子
）
▼
小
林
中
陸
上
駅
伝
部
（
女

子
）
▼
小
林
秀
峰
高
男
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
▼
小
林
秀
峰
高
女
子
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
▼
小
林
西
高
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
▼
小
林
西
高
女

子
柔
道
部
▼
小
林
高
駅
伝
部
（
男

子
）
▼
小
林
高
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
部
▼
小
林
高
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
▼
小
林
高
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
▼
小
林
Ｔ
・
Ｊ

Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）

▼
葵
（
ペ
タ
ン
ク
）
▼
銀
杏
Ｃ
（
同
）

▼
レ
イ
ン
ボ
ー
（
同
）
▼
伊
邪
那

美
（
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
▼
一

期
一
会
（
同
）
▼
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル

（
同
）
▼
ス
マ
イ
ル
（
同
）
▼
ｙ
ｏ

ｕ
モ
ア
（
同
）
▼
伊
邪
那
美
（
同
）

▼
こ
ぴ
あ
Ａ
（
同
）

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
個
人
：
小
学
生
】

▼
石い

し
か
わ川

楓か
え
で（

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
：
南
小
）

▼
米よ

ね
は
ら原

一か
ず
ま真

（
同
：
南
小
）
▼
山や

ま
し
た下

源げ
ん
の
す
け

之
助
（
剣
道
：
三
松
小
）
▼
上う

え
は
ら原

夢ゆ
め（

同
：
三
松
小
）▼
弓ゆ

み
ば場

光こ
う
き輝（

空

手
道
：
西
小
林
小
）
▼
瀬せ

と

や

ま

戸
山
稜り

ょ
う
と人

（
同
：
西
小
林
小
）
▼
滝た

き
ぐ
ち口

俊と
し
ひ
と人

（
陸

上
：
三
松
小
）
▼
村む

ら
か
み上

友と
も
や
す康

（
同
：

小
林
小
）

【
同
：
中
学
生
】

▼
田た

い井
涼す

ず

（
陸
上
：
永
久
津
中
）
▼

鳥と
り
お尾

隆り
ゅ
う
と登

（
同
：
小
林
中
）
▼
小こ

ぼ
り堀

早さ

や

か

也
佳
（
同
：
小
林
中
）
▼
山や

ま
ぐ
ち口

莉り

り理
（
同
：
小
林
中
）

【
同
：
高
校
の
部
】

▼
壱い

き岐
ひ
な
た
（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
：

飯
野
高
）
▼
種た

ね

だ

ま

い

子
田
麻
衣
（
同
：
小

林
高
）
▼
殿と

の
と
こ
ろ所

磨ま

や夜
（
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
：
小
林
秀
峰
高
）
▼

田た
ば
た畑

圭け
い
す
け祐

（
同
：
小
林
秀
峰
高
）
▼

關せ
き
や屋

光こ
う
す
け翼

（
同
：
小
林
秀
峰
高
）
▼

木き
き
り
く
ら

切
倉
志し

ゆ
う佑

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
：
小

林
秀
峰
高
）
▼
平ひ

ら
も
と本

梨り

の乃
（
柔
道
：

小
林
西
高
）
▼
古ふ

る
か
わ川

舞ま
い

（
同
：
小
林

西
高
）
▼
徳と

く
ま
す益

有ゆ

か香
（
同
：
小
林
西

高
）
▼
木き

む
ら村

至し

ほ歩
（
同
：
小
林
西

高
）
▼
福ふ

く
も
と元

大ひ
ろ
き樹

（
同
：
小
林
西

高
）
▼
冨と

み
み
つ満

秀し
ゅ
う
と斗

（
空
手
道
：
小
林

秀
峰
高
）
▼
吉よ

し
ぞ
の薗

栞し
お
り（

陸
上
：
小
林

高
）
▼
下し

も
た
び
ら

田
平
渚な

ぎ
さ

（
同
：
小
林
高
）

▼
横よ

こ
や
ま山

瑠る

な南
（
同
：
小
林
高
）
▼

田た
な
か中

康こ
う
せ
い靖（

同
）▼
吉よ

し
む
ら村

晃こ
う
せ
い世（

同
：

小
林
高
）
▼
土つ

ち
や屋

隼し
ゅ
ん
き己

（
同
：
小
林

高
）
▼
福ふ

く
も
と本

春は
る
き樹

（
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
：
小
林
高
）
▼
鎌か

ま
た田

哲て
つ
ろ
う朗

（
同
：
小
林
高
）
▼
加か

と
う藤

愛ね
ね

（
同
：
小
林
高
）▼
吉よ

し
ど
め留

裕ゆ
う
き貴（

同
：

小
林
高
）
▼
浦う

ら
さ
き崎

穂ほ

の

か

乃
花
（
同
：

小
林
高
）
▼
中な

か
の野

辰た
つ
や哉

（
新
体
操
：

小
林
秀
峰
高
）
▼
吉よ

し
む
ら村

光こ
う
せ
い正

（
同
：

小
林
秀
峰
高
）

【
同
：
一
般
の
部
】

▼
小お

が
わ川

結ゆ
う
き生

（
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
）

▼
小こ

だ
ま玉

由ゆ

み美
（
同
）
▼
上う

え
の野

智さ
と
る（

同
）

▼
牟む

た

ば

る

田
原
一か

ず
の
ぶ信

（
同
）
▼
新し

ん
ぷ
く福

一か
ず
お夫

（
同
）
▼
寺て

ら
さ
か坂

三み

ち

こ

千
子
（
同
）

▼
川か

わ
な
か中

幸こ
う
め
い明（

同
）▼
小お

が
わ川

利と
し
ひ
ろ廣（

水

泳
）
▼
鵜う

の
き木

義よ
し
ゆ
き幸

（
同
）
▼
永な

が
む
ら村

洋よ
う
い
ち一

（
陸
上
）
▼
齋さ

い
と
う藤

貴た
か
の
り憲

（
同
）

▼
古ふ

る
み
ち道

昭あ
き
の
り式

（
同
）
▼
下し

も

つ

さ

津
佐

善よ
し
ふ
み文

（
同
）
▼
留と

め
の野

重し
げ
は
る治

（
同
）

▼
鎌か

ま
た田

美み

わ環
（
同
）
▼
永な

が
の野

仁ひ
と
み美

（
同
）

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
指
導
者
賞
】

▼
川か

わ
の野

敦あ
つ
し史

（
小
林
秀
峰
高
男
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
監
督
）
▼
百ひ

ゃ
く
た田

哲て
つ
ろ
う郎

（
小
林
秀
峰
高
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
監
督
）
▼
山や

ま
し
た下

和か
ず
き樹

（
小

林
秀
峰
高
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

コ
ー
チ
）
▼
植う

え
ま
つ松

義よ
し
ふ
み文

（
小
林
秀

峰
高
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

監
督
）
▼
才さ

い
た田

吉よ
し
ひ
ろ弘

（
小
林
秀
峰

高
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
コ
ー

チ
）
▼
永な

が
の野

護ま
も
る（

小
林
秀
峰
高
新
体

操
部
監
督
）
▼
日ひ

だ
か高

祐ゆ
う
き樹

（
小
林

秀
峰
高
新
体
操
部
コ
ー
チ
）
▼
國く

に
ま
る丸

泰や
す
し司

（
小
林
中
陸
上
駅
伝
部
顧
問
）

▼
立た

て
の野

和か
ず
ひ
ろ弘

（
同
）

ＳＰＯＲＴＳ
平成 28 年度小林市体育協会スポーツ賞表彰式

スポーツ功労賞を受賞する山下さん

教育委員会教育委員会■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912
■スポーツ振興課 ℡ 22-7911
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クイズの答
19 KOBAYASHI 2017. ４

　広報クイズ

８ ６８ ８ ０５ １お手数です

が 52 円切

手をお貼り

下さい

小林市役所 地方創生課

広報こばやし編集室　行

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

電話 （　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（広報こばやし№133　2017. ４月号）

問題：今月の特集は、「第２次小林市〇〇〇〇が策定
されました」。
◆ヒント：４ページから探してください。
　クイズの答・興味を持ったコーナー３つ・住所・氏名・電
話番号を明記して応募してください。
　今月は、抽選で 10 人に「西諸弁グッズ」をプレゼント。

【締切】４月 17 日（月曜）〔当日消印有効〕
応募は一人１枚まで。広報こばやし３月号のクイズに誤りが
ありましたので、お詫び申し上げます。今回は、投稿した人
の中から抽選で 10 人に景品を贈りました。
※プレゼントを提供くださる方も募集しています。

【宛先】〒 886-8501（住所不要）小林市地方創生課広報
FAX：23 － 6650　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp

　人のうごき（小林市の人口）

人口
男
女

平成 29 年３月１日現在現住人口　　　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・

転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４５，５63 人
２１, ０５７人
２４, ５０６人

（－７、＋ 70）

（－ 34、－ 548）
（－ 12、－ 311）
（－ 22、－ 237）

世帯数 １９，５９３世帯

※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

①すくすく（3 歳未満）
　お子さんの写真に名前、
ふりがな、性別、誕生日、
住所、保護者名を添えて、
送付ください。
※すぐには掲載できない場
合があります。
②よもやまトーク
　広報紙の感想や最近思う
ことなど。
③心の花びら
　短歌や俳句など。
④疑問質問Ｑ＆Ａ
　わからないことやちょっ
とした疑問、気付いたこと
など。
※いずれも氏名・住所・連
絡先を記入ください。左頁
の広報クイズにもレッツト
ライ !!

【送付先】
・地方創生課
〒 886-8501 小林市細野 300 番地
℡ 23‐1148
ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp

心の花びら

早
春
を
肌
に
感
じ
て
山
望
み　

小
林
合
歓
の
会　

古
藤
節
子

日
脚
伸
ぶ
話
つ
き
な
い
喫
茶
店　

小
林
合
歓
の
会　

倉
田
玲
子

雛
贈
る
満
面
笑
み
の
妣
思
う　

小
林
合
歓
の
会　

阿
久
根
秀
子　

風
か
お
る
桃
色
笑
顔
こ
ぼ
れ
て
く　

小
林
合
歓
の
会　

小
村
明
子

亡つ

ま夫
の
植
え
し
楠
の
大
木
ば
っ
さ
り
と
電
動
鋸
悲
し
く
響
く　

渡
辺
エ
ミ
子

菜
の
花
や
銀
輪
の
子
ら
風
を
切
り　

東
脇
哲
郎

あ
い
さ
つ
を
す
る
子
し
な
い
子
新
入
生
／
天
高
く
五
指
上
げ
渡
る
ラ
ン
ド
セ
ル　

上
久
保
年
治

子
供
ら
は
未
来
の
夢
み
老
い
た
る
は
過
ぎ
し
ひ
夢
み
懐
か
し
さ
偲
ぶ　

山
茶
花

雛
ま
つ
り
を
隣
の
町
に
見
に
ゆ
き
ぬ
遠お

ち
こ
ち近

に
見
る
春
の
花
ば
な　

坂
上
正
子

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
25
日

は
お
も
て
な
し
の
お
手

伝
い
、
26
日
は
11
㌔
コ
ー
ス
を

歩
き
ま
し
た
。
今
年
は
坂
が
多

い
コ
ー
ス
で
す
ぐ
に
疲
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
母
や
友
人
の

支
え
で
、
い
つ
も
ど
お
り
３
時

間
で
ゴ
ー
ル
。
み
ん
な
の
笑
顔

で
、
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

い
、
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

（
も
も
ち
ゃ
ん
＝
南
西
方
）

　

お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
や
沿
道

で
、
た
く
さ
ん
の
方
が
協
力
や

応
援
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●

マ
ル
シ
ェ
の
日
を
指
折
り

数
え
て
待
っ
て
い
た
の

に
、
薄
着
で
出
か
け
た
の
で
、

風
が
強
く
て
早
々
に
退
散
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
大
好
き
な
ぜ

ん
ざ
い
も
食
べ
ら
れ
ず
残
念
。

（
Ｎ
・
Ｍ
＝
真
方
）

　

２
月
12
日
に
初
開
催
さ
れ
た

こ
ば
や
し
マ
ル
シ
ェ
。
肌
寒
い

日
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方

が
来
場
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
開
催
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

●

年
の
せ
い
か
、
漢
字
や
言

葉
が
思
い
出
せ
ず
、
辞

典
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
重
宝
し
て
い
る
辞
典
は
、

数
日
前
に
気
づ
い
た
の
で
す
が
、

市
制
40
周
年
の
記
念
品
で
し
た
。

　
　
　
（
Ｔ
・
Ｙ
さ
ん
＝
細
野
）

　

漢
字
や
言
葉
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
す
ぐ
に
調
べ
ら

れ
る
時
代
で
す
が
、
辞
典
で
調

べ
る
と
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
残

る
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
辞
典
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　

●

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
２
部

門
特
選
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
見
や
す
く
読
み
や

す
い
も
の
を
こ
れ
か
ら
も
お
願

い
し
ま
す
。　
（
Ｈ
・
Ｔ
＝
堤
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

四
方
山
話

すくすくSUKUSUKU 皆さまの投稿をお待ちしています！

平成 28 年１月 26 日生 平成 27 年 12 月 17 日生

我が家のアイドル侑ちゃん！これからも
ご飯をたくさん食べて大きくなぁーれ！
父：劉 曉雨さん　母：永原 京佳さん

永
ながはら

原 侑
ゆ う た ろ う

太朗くん海
かいぞう

藏 由
ゆ め

芽ちゃん

４月から保育園。持ち前の明るさで、色ん
なことに挑戦してね！
由芽ちゃんの成長が楽しみです。
父：貴雅さん　母：美智子さん

編集後記

18

画：友安よーいち
第 36 話「エイプリルフール」

※
４
月
と
い
え
ば
、
桜
の
季
節
。
で
す
が
、
４
月
１
日
は
、
嘘
を
つ
い
て
も
良
い
と
言
わ
れ
る
エ
イ
プ
リ
フ
ー
ル
。

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
嘘
を
つ
き
ま
し
た
か
？
ハ
ッ
ピ
ー
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
お
は
が
き
で
投
稿
く
だ
さ
い
！

み
ご
ち

咲
い
ち
ょ
い

　
　
　
な
ぁ
。

あ
っ
。

汚
れ
ち
ゃ
っ
た
も
ー
。

着
替
え
な
い
と
だ
も
ー
。

え
っ

満
開
だ
も
―
。

じ
ゃ
じ
ゃ
ー
ん
。

こ
す
モ
ー
の
服
を
着
た

こ
す
モ
ー
だ
も
ー
（
笑
）

ま
こ
て
、

お
と
ろ
し

こ
つ

す
い

も
ん
じ
ゃ
。

総
合
計
画
の
特
集
で
は
、

市
出
身
の
漫
画
家
友
安

よ
ー
い
ち
さ
ん
が
イ
ラ
ス
ト
を

提
供
し
て
く
だ
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
。
小
林
に

住
ん
で
い
る
人
も
、
外
で
応
援

し
て
く
だ
さ
る
人
も
、
み
ん
な

で
小
林
の
明
る
い
未
来
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
森
本
潤
葵
）

市
初
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

６
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協
力
で
、

出
場
者
か
ら
、「
お
も
て
な
し
も

コ
ー
ス
も
す
ご
く
良
か
っ
た
。

ま
た
出
場
し
た
い
」
と
の
声
を

た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
深
草
由
樹
）

平成 28 年８月25日生

いつも夏樹くんから元気をもらっていま
す。これからも元気に育ってね！
父：康亮さん　母：由樹さん

榎
えのきだ

田 夏
な つ き

樹くん



　

4
月
か
ら
、
独
身
男
女
の
出
会

い
創
出
に
繋
が
る
事
業
を
行
う
団

体
へ
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を

設
け
ま
し
た
。

◆
対
象
団
体

　

市
内
で
独
身
男
女
の
出
会
い
創

出
に
取
組
む
団
体

◆
対
象
事
業

・
独
身
男
女
の
出
会
い
を
創
出
す

　

る
事
業

・
異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

能
力
向
上
な
ど
に
関
す
る
事
業

◆
補
助
額

　

独
身
男
女
の
参
加
者
数
に
２
千

円
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ま
た
は
開

催
費
用
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず

れ
か
低
い
額
。

※
１
つ
の
事
業
に
対
す
る
補
助
金

　

の
上
限
は
10
万
円

※
同
一
団
体
に
対
す
る
同
一
年
度

　

内
の
補
助
金
交
付
の
合
計
金
額

　

の
上
限
は
原
則
25
万
円

◆
募
集
期
間　

随
時

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◆
申
込
方
法

　

所
定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
事
業
計
画

書
と
収
支
予
算
書
を
添
え
て
、
事

業
実
施
20
日
前
ま
で
に
本
庁
地
方

創
生
課
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
配
布
先　

地
方
創
生
課

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
問

・
地
方
創
生
課

　

℡ 

23
‐
１
１
４
８

　

就
職
活
動
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
勉
強
で
き
ま
す
。

◆
期
間

　

6
月
14
日
（
水
曜
）

　
　

～
9
月
13
日
（
水
曜
）

◆
場
所　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校

◆
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

◆
定
員　

20
人

◆
募
集
期
間

　

3
月
28
日
（
火
曜
）

　
　

～
5
月
12
日
（
金
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　

℡
23
‐
２
１
７
１
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Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１7 年　4 月１日号おしらせ
　

市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

で
は
平
成
29
年
度
の
新
規
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
の
歴
史
や

ガ
イ
ド
手
法
に
つ
い
て
月
一
回
程

度
定
期
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
方
も
安
心
し
て
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
で
健
康
な
人
。
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
年
会
費　

１
５
０
０
円

●
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

薬
剤
師
・
看
護
師
を
養
成
す
る

大
学
な
ど
に
進
学
ま
た
は
在
学
中

で
、
卒
業
後
に
市
立
病
院
へ
就
職

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限　

4
月
30
日
（
日
曜
）

※
郵
送
の
場
合
、
4
月
30
日
（
日

　

曜
）
必
着

◆
申
込
方
法

　

指
定
の
申
請
書
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
立
病
院

事
務
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市

立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
奨
学
金
（
月
額
）

・
薬
剤
師

　

7
万
5
千
円
（
最
長
72
か
月
）

・
看
護
師

　

5
万
円
（
最
長
36
か
月
。
大
学

の
場
合
は
、
最
長
48
か
月
）

※
選
考
は
、
書
類
審
査
と
面
接
審

　

査
で
決
定
し
ま
す

◆
償
還
の
免
除

　

市
病
院
企
業
職
員
採
用
試
験
合

格
後
、
借
り
受
け
た
期
間
以
上
、

市
立
病
院
で
従
事
し
た
場
合
は
償

還
を
免
除
し
ま
す
。

●
申
・
問

・
市
立
病
院
事
務
部

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
３

　

小
林
市
細
野
２
２
３
５
番
地
3

　

℡
23
‐
４
７
１
1

　　

乳
・
幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い

事
故
や
病
気
の
予
防
と
そ
の
手
当

な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き

る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
27
日
（
土
曜
）、
28
日
（
日

曜
）、
６
月
４
日
（
日
曜
）
の
９

時
30
分
～
17
時

※
３
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

①
赤
十
字
幼
児
安
全
法
に
つ
い
て

②
子
ど
も
の
成
長
発
達
と
事
故
予

　

防
③
子
ど
も
の
応
急
手
当　

な
ど

◆
費
用　

教
材
費
１
８
０
０
円

◆
必
要
な
も
の

　

大
盤
ハ
ン
カ
チ
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
を
そ
れ
ぞ
れ
１
枚

※
最
終
日
に
、
学
科
・
実
技
検
定

　

を
行
い
、
合
格
者
に
は
「
赤
十

　

字
幼
児
安
全
法
支
援
員
認
定
証
」

　

を
交
付
し
ま
す

◆
定
員　

20
人

◆
申
込
締
切　

５
月
10
日
（
水
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
目

の
不
自
由
な
人
に
、
広
報
紙
、
議

会
だ
よ
り
や
本
な
ど
を
音
訳
す
る

た
め
の
講
座
で
す
。

◆
対
象

・
講
習
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
を
行
え
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
で
き
る
人

◆
講
習
期
間

　

５
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で

の
第
２
土
曜
、
第
４
土
曜

※
講
習
は
、
13
時
30
分
～
15
時
30

　

分
に
行
い
ま
す

◆
開
講
式

　

５
月
13
日
（
土
曜
）
13
時
30
分

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料 

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

◆
申
込
締
切　

５
月
２
日
（
火
曜
）

●
申
・
問

・
小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６
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▼▼

募　

集

市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
の
新
規
会
員

▼▼
講
座
・
催
し

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

出
会
い
創
出
事
業

補
助
金
の
申
請
受
付

職
業
訓
練
の
受
講
生

平
成
29
年
度
小
林
市

病
院
事
業
奨
学
生

赤
十
字
幼
児
安
全
法

支
援
員
養
成
講
習
会

～一般書籍～

『失われた地図』
　著者：恩田　陸　
発行：KADOKAWA

～児童書～

『きょうはたんじょうび』
文：中川　ひろたか

絵：村上　康成
発行：童心社

～一般書籍～

『ポジティブ・ワード』
著者：メンタリスト DaiGo

発行：日本文芸社

今月の
おすすめ
図書

小林市立図書館

春
は
始
ま
り
の
季
節
。

桜
の
木
の
成
長
と
と
も
に

「
１
年
」
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市立図書館
川
か わ の

野　沙
さ お り

織さん

木星がシーズン in ！

天空の羅針盤

　夜の帳
とばり

が降りた頃、東天にひときわ光彩を
放つ星に気づきます。木星の観望シーズン
がやってきました。中旬を過ぎる頃には、週
末の観望会でも楽しめる天体に入ってきま
す。太陽系最大の惑星「木星」は、表面の模
様が豊かで、天体望遠鏡では条件の良い時に
は５本～６本の縞模様を見ることができます。
1610 年に初めて望遠鏡を木星に向けたイタ
リアの天文学者ガリレオ・ガリレイは木星の
周りを回る４つの明るい衛星を発見。この衛
星の影が小さな黒丸状に木星表面に見える光
景に恵まれる時もあります。にぎやかな姿を
見せる木星を眺めながら往時に思いを馳せて
みてはいかがですか。【お知らせ】今月の観望
会は毎週土・日の 20 時～、21 時～。昼間が
１日（土 ) ～９日 ( 日 ) および 29 日 ( 土 )・
30日(日)の14時～15時。休館は毎週火曜。

４月２０日午後８時の東天
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国
際
交
流
員
の
メ
ロ
ン
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）
が
教
え
ま
す
。

英
会
話
や
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程

英
会
話　

▼
昼
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
25
日
（
火
曜
）

　
　

～
6
月
27
日
（
火
曜
）

　

14
時
～
15
時　

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
25
日
・
5
月
16
日
・
30
日
・

6
月
13
日
・
27
日

▼
夜
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
26
日
（
水
曜
）

　
　

～
6
月
28
日
（
水
曜
）

　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
26
日
・
5
月
17
日
・
31
日
・

6
月
14
日
・
28
日

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
知
ろ
う

▼
昼
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
25
日
（
火
曜
）

　
　

～
6
月
27
日
（
火
曜
）

　

15
時
30
分
～
16
時
30
分　

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
25
日
・
5
月
16
日
・
30
日
・

6
月
13
日
・
27
日

▼
夜
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
26
日
（
水
曜
）

　
　

～
6
月
28
日
（
水
曜
）

　

20
時
～
21
時

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
26
日
・
5
月
17
日
・
31
日
・

6
月
14
日
・
28
日

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

※
高
校
生
以
上

◆
定
員　

各
コ
ー
ス
15
人
程
度　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
締
切　

4
月
17
日
（
月
曜
）

●
申
・
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

県
内
企
業
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

希
望
者
、
大
学
等
新
規
卒
業
予
定

者
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
県
外

3
会
場
で
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

・
大
阪　

4
月
9
日
（
日
曜
）

　

大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
17
階

・
福
岡　

4
月
23
日
（
日
曜
）

　

天
神
ビ
ル
11
階

・
東
京　

4
月
30
日
（
日
曜
）

　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
渋
谷

　

4
階

◆
時
間

　

13
時
～
16
時
（
受
付
12
時
～
）

◆
対
象
者

①
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
一
般

　

求
職
者

②
平
成
30
年
3
月
大
学
等
卒
業
予

　

定
者
（
企
業
概
要
の
説
明
の
み
）

※
高
校
卒
業
予
定
者
は
除
く

◆
参
加
料

　

無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

◆
参
加
企
業

　

県
内
企
業
延
べ
１
１
０
社

※
参
加
企
業
の
詳
細
は
、
宮
崎
県

　

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

　

く
だ
さ
い
。「
宮
崎
県
就
職
説

　

明
会
」
で
検
索

◆
内
容

　

企
業
と
の
個
別
面
談
会
、
各
種

相
談
コ
ー
ナ
ー

●
問
・
県
雇
用
労
働
政
策
課

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
１
０
５

　
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」
聞
い

て
納
得
の
多
様
な
講
座
で
、
新
し

い
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上

◆
学
習
内
容

　

衣
食
住
の
「
衣
」
講
座
・
国
際

交
流
員
と
の
談
話
・
小
林
保
護
司

会
の
講
話
・
視
察
研
修
ほ
か

◆
日
程
（
毎
月
１
回
全
10
回
）

　

５
月
～
平
成
30
年
２
月

　

第
２
火
曜

　

９
時
30
分
～
12
時

※
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り

◆
場
所

　

中
央
公
民
館　

ほ
か

◆
受
講
料

　

年
間
１
０
０
０
円

※
教
材
費
、
食
費
、
保
険
料
な
ど

　

は
別
途
個
人
負
担

◆
募
集
人
数　

40
人

◆
申
込
期
間

　

４
月
３
日
（
月
曜
）
～
21
日
（
金
曜
）

※
開
級
式
は
５
月
９
日
（
火
）
の

　

予
定
。
詳
し
く
は
受
講
者
に
ハ

　

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
問 

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

２０１7 年　1 月１日号ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０１7 年　4 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
　

ラ
イ
フ
ス
コ
ラ
生
き
が
い
学
級

（
旧
：
高
齢
者
学
級
）
の
学
級
生

を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象

　

市
内
在
住
者
で
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
級

で
き
ま
す
。

◆
学
習
内
容

　

社
会
・
家
庭
生
活
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
、
福
祉
制
度
、
視
察
研

修
な
ど

◆
日
時

　

5
月
～
平
成
30
年
2
月　

▼
小
林
地
区
（
月
1
回
、年
10
回
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
野
尻
地
区
（
年
8
回
程
度
）

　

13
時
30
分
～
15
時

▼
須
木
地
区
（
年
5
回
）

　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
開
設
場
所　

　

中
央
学
級
（
中
央
公
民
館
）、
三

松
学
級
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）、
西
小
林
学
級
（
西
小
林
児

童
セ
ン
タ
ー
）、
細
野
学
級
（
細
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）、
永
田

町
学
級
（
永
田
町
教
育
集
会
所
）、

須
木
い
き
が
い
学
級
（
須
木
総
合

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）、
三
ケ
野
山

学
級
（
野
尻
町
い
き
い
き
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）、東
麓
学
級（
野

尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
：
友
愛

会
館
）、
紙
屋
学
級
（
紙
屋
老
人
福

祉
館
：
や
す
ら
ぎ
荘
）

◆
申
込
期
間

　

4
月
3
日
（
月
曜
）
～
28
日
（
金
曜
）

※
年
度
途
中
で
も
加
入
で
き
ま
す

◆
申
込
方
法

校
区
の
学
級
長
さ
ん
お
よ
び
各
地

区
の
単
老
長
さ
ん
へ
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
は
、
社
会
教
育
課
お
よ

び
須
木
・
野
尻
各
分
室
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座

　

仕
事
の
余
暇
を
使
っ
て
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
な
が
ら
友

達
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
！

◆
日
時
（
毎
週
火
曜
、
全
8
回
）

　

5
月
9
日
～
6
月
27
日

　

20
時
～
22
時

◆
場
所　

市
民
体
育
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
独
身

の
人

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

◆
費
用　

１
０
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
・
シ
ャ
ト
ル

　

代
は
別
途
必
要
。
ラ
ケ
ッ
ト
は

　

各
自
持
参

◆
定
員　

25
人

サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
（
夏
バ
ー

ジ
ョ
ン
）
講
座

　

部
屋
に
夏
の
光
を
と
り
込
む
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程
（
１
回
）

　

5
月
11
日
（
木
曜
）
19
時
～
21
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お
お

む
ね
40
歳
ま
で
の
人

※
対
象
以
外
の
人
も
受
付
け
ま
す

　

が
、
申
込
多
数
の
場
合
は
対
象

　

者
を
優
先

◆
費
用　

５
０
０
円

※
材
料
費
は
別
途
必
要

◆
定
員　

10
人

共
通
事
項

◆
申
込
締
切　

4
月
25
日（
火
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

9
時
～
17
時

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
学
生
で
進
学
の

た
め
転
出
し
た
人
は
、
特
例
で
市

の
国
保
の
保
険
証
を
利
用
で
き
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
５
月
31
日
ま
で
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
進
学
の
た
め
転
出
す
る
場
合

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
世
帯
主
の
印

鑑
、
本
人
と
世
帯
主
の
個
人
番
号

の
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）、
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業

証
書
、
進
学
後
の
在
学
証
明
書

（
4
月
1
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た

も
の
）

②
現
在
、
特
例
で
市
の
国
保
の
保

険
証
を
利
用
し
て
い
る
場
合

　

毎
年
、
学
年
ご
と
に
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
世
帯
主
の
印

鑑
、
本
人
と
世
帯
主
の
個
人
番
号

の
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）、
在
学
証
明
書
（
4
月
1
日

以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

③
②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
今
回

　

卒
業
（
就
職
）
し
、
国
保
を
喪

　

失
す
る
場
合

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
世
帯
主
の
印

鑑
、
本
人
と
世
帯
主
の
個
人
番
号

の
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）、
職
場
で
交
付
さ
れ
た
健
康
保

険
証
な
ど
（
持
っ
て
い
る
場
合
）、

卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書

◆
注
意
事
項

・
学
生
証
や
在
学
証
明
書
の
写
な

　

ど
で
は
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
せ
ん

◆
手
続
き
窓
口

　

ほ
け
ん
課
、須
木
住
民
生
活
課
、

野
尻
住
民
生
活
課

●
問

・
ほ
け
ん
課

　

℡
23
‐
０
１
１
６

２０１7 年　4 月１日号

メ
ロ
ン
さ
ん
の

外
国
語
教
室
（
無
料
）

ラ
イ
フ
ス
コ
ラ

生
き
が
い
学
級

宮
崎
県
ふ
る
さ
と

就
職
説
明
会

元
気
カ
レ
ッ
ジ

「
し
あ
わ
せ
学
園
」

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
座

地域おこし協力隊通信

　野尻に来
て、 地 域 お
こし協力隊
として何が
できるか考
えていたと
き、 学 生 時
代から続け
ていた「聞き書き」をやりたいと思いました。
この町に暮らしてきた方々の生活を通して見
る、文化や歴史。そこに大切なかけがいのない
ものがあると感じていたからです。
　その思いから約１年間の取材を通して、野尻
の文化や歴史を語り継ぐ「のじりききがき」メ
ロン物語と畜産物語の冊子を作成しました。市
役所や図書館などで配布していますので、ぜひ
ご覧ください。

「
の
じ
り
き
き
が
き
」
の

冊
子
が
完
成
！

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

細
ほ そ か わ

川　絵
え み

美 隊員

【
家
族
介
護
者
の
集
い
（
認
知
症
家
族
の
会
）】
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
で
す
の
で
、
現
在
、
介
護
を
し
て
い
て
悩
み
や
相
談
な
ど
が
あ
る
人
や
介
護
を
卒
業
さ
れ
た
人
な
ど
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。
日
時
：
5
月
13
日
（
土
曜
）
10
時
～
12
時 

場
所:

ア
ダ
ル
（
こ
ば
や
し
ハ
ー
ト
ム
駅
前
茶
の
ん
場
）（
●
問
：
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
25
‐
０
７
０
７
）

▼▼
保
健
・
福
祉

学
生
の
国
民
健
康
保
険

証
の
発
行
に
つ
い
て



小林に住んで 1 年がたちましたが残念なことに
4 月には鹿児島へ転勤します。ここで出会った
生徒たちは、フレンドリーで、活発ですし優秀な
生徒ばかりです。もう教えたり、一緒に遊んだり
できなくなることはさみしいですが、生徒たちに
出会えたことはとても幸運なことだと感じていま
す。また近いうちに小林を訪れ、親しい友人に会
えるのを楽しみにしています。

I have now lived 
in Kobayashi for 
a year but sadly 
I  mus t  move 
to Kagoshima 
from April. The 
students here are friendly, energetic and 
bright, I will miss teaching them and playing 
with them very much and I feel very lucky 
to have met them. I hope to visit Kobayashi 
again soon and visit all my friends here.

『Hello! Hola! Dia duit! ~ALT の英語コラム ~』

Goodbye for now   - from  Kevin-

　フランスでは、4 月 1 日は ｢Poisson d'avril
（4 月の魚）｣、という日になっています。フ
ランス人はエイプリールフールもしますが、
いたずらとして自分が作った紙で出来ている
魚を、友達や家族の背中にテープで貼ります。
　さらに、フランスは日本と違って学年が 4
月で変わりませんので、小学校で子供たちも
先生と一緒に作る習慣があります。その日は
普通に授業がありますが、一日中、仲間や先
生の背中に貼って楽しみます。たとえば、ハ
グなどのふりをして、相手が気づかないよ
うに貼りま
す。それで、
みんなは魚
がついてい
る人を見た
ら、くすく
すと笑いま
す。

国際交流員の『メロンばなし』

4 月の魚さようなら。またあいましょう

ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

　

年
度
内
年
齢
40
歳
～
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
対
象
で

す
。
対
象
者
に
は
、
受
診
券
と
特

定
健
診
実
施
医
療
機
関
一
覧
を
5

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ
た
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国
保
脳
ド

　

ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
ド
ッ

　

ク
の
内
容
に
特
定
健
診
の
検
査

　

項
目
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

　

特
定
健
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

◆
受
診
期
間

　

6
月
1
日
（
木
曜
）

　

～
平
成
30
年
1
月
31
日（
水
曜
）

◆
検
査
項
目

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査

◆
受
診
料　

無
料

◆
受
診
方
法

　

特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
、
ま
た
は
地
区
体
育
館

な
ど
で
の
集
団
健
診

国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

　

年
度
内
年
齢
35
歳
～
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
対
象
で

す
。
平
成
29
年
度
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
希
望
調
査
票
で
、
国
保
人

間
ド
ッ
ク
・
国
保
脳
ド
ッ
ク
に
○

印
を
付
け
た
人
も
、
申
込
み
手
続

き
が
必
要
で
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
昨
年
度
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国

　

保
脳
ド
ッ
ク
い
ず
れ
か
を
受
診

　

し
た
人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん

国
保
人
間
ド
ッ
ク

◆
定
員　

２
０
０
人

◆
受
診
期
間

　

6
月
1
日
（
木
曜
）

　

～
平
成
30
年
1
月
31
日（
水
曜
）

◆
検
査
項
目　

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、血
圧
、尿
検
査
、血
液
検
査
、

心
電
図
、
胸
部
Ｘ
線
、
胃
透
視
ま

た
は
胃
カ
メ
ラ
、
便
潜
血
反
応

国
保
脳
ド
ッ
ク

◆
定
員　

２
５
０
人

◆
受
診
期
間

　

6
月
1
日
（
木
曜
）

　

～
平
成
30
年
3
月
30
日（
金
曜
）

◆
検
査
項
目

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頚

部
エ
コ
ー

共
通
事
項

◆
申
込
期
間

　

4
月
25
日
（
火
曜
）
～
30
日
（
日
曜
）

　

9
時
～
17
時　

※
土
日
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
み
申

　

込
み
で
き
ま
す

◆
受
診
料

　

い
ず
れ
も
７
０
０
０
円

◆
申
込
に
必
要
な
も
の

　

小
林
市
の
国
保
の
保
険
証
、
印

鑑
（
認
印
可　

ネ
ー
ム
ス
タ
ン
プ

不
可
）

●
申
・
問

・
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
23
‐
０
３
２
３

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

・
西
小
林
出
張
所

　

℡
27
‐
２
１
８
０　

・
紙
屋
出
張
所

　

℡
46
‐
０
１
０
１

　

自
己
の
資
産
と
近
隣
の
資
産
の

価
格
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
縦
覧

帳
簿
を
設
置
し
ま
す
。
縦
覧
は
無

料
で
す
が
、
課
税
台
帳
の
交
付
は

有
料
で
す
。

◆
日
程

　

4
月
3
日
（
月
曜
）

　
　

～
5
月
1
日
（
月
曜
）

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

◆
場
所

　

税
務
課
、
須
木
・
野
尻
庁
舎
住

民
生
活
課

◆
対
象

　

本
市
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、

ま
た
は
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た

代
理
人

●
問

・
税
務
課

　

℡
23
‐
０
１
１
５

　

４
月
1
日
か
ら
、
西
諸
県
地
域

の
消
費
生
活
相
談
を
広
域
的
に
連

携
し
て
行
う
た
め
に
、
消
費
生
活

相
談
員
を
配
置
し
、
消
費
生
活
の

質
問
や
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。

◆
相
談
日

　

月
曜
～
金
曜

　

9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く

※
5
月
か
ら
毎
週
火
曜
は
、
え
び

　

の
市
で
、
第
2
水
曜
は
高
原
町

　

で
の
相
談
受
付
と
な
り
ま
す

※
え
び
の
市
・
高
原
町
で
の
相
談

　

時
間
は
、
10
時
～
12
時
、
13
時

　

～
15
時

◆
相
談
場
所

　

小
林
市
市
民
課
、
え
び
の
市
市

民
環
境
課
、
高
原
町
総
務
課

◆
相
談
方
法

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

電
話
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
４
１

・
え
び
の
市　

市
民
環
境
課　

　

℡
35
‐
３
７
３
１

・
高
原
町　

総
務
課　

　

℡
42
‐
２
１
１
２

　

３
月
か
ら
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協

力
本
部
小
林
地
域
事
務
所
が
、
小

林
市
堤
か
ら
法
務
局
小
林
出
張
所

の
２
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

◆
新
住
所

　

〒
８
８
６
‐
０
０
０
４

　

小
林
市
細
野
２
６
６
番
地
１

●
問

・
自
衛
隊
宮
崎
協
力
本
部

　

小
林
地
域
事
務
所

　

℡
22
‐
５
２
５
４　
　

　
　

22
‐
５
２
５
７

２０１7 年　4 月１日号
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自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力

本
部
小
林
地
域
事
務
所

が
移
転
し
ま
し
た

ケビン先生より

消
費
生
活
相
談
員
を
配

置
し
ま
す

特
定
健
康
診
査
お
よ
び

国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク

▼▼　
案　

内

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

Fax

『力を合わせて』

～　“こころ” と “からだ” の元気応援団　～

『健康推進課』編

　健康推進課は、すべての市民
が、生涯健やかで「豊かな人生」

「幸せな人生」を送ることができ
る小林市をめざし、各種関係団
体・各種推進員と健康増進計画

「健康こばやし 21」を推進して
います。
　なかでも、ウォーキングクラ
ブは、２月 25 日から 26 日にか
けて開催された「こばやし霧島
連山絶景ウォーク」で、市民の
ウォーキング人口の増加に勢力
的に取り組むなど、“からだ”の
健康づくりにご協力いただいて
おります。

　また、NPO 法 人 こ ば や し
ハ ー ト ム と一緒に、市民一人
ひとりが、誰も自殺に追い込ま
れることのない、居心地の良い
地域づくりによる“こころ”の
健康をめざし、地域随所に茶飲
ん場を展開しています。
　市民のために、これからも、“こ
ころ”と“からだ”の健康をと
もに応援していきます。

2 月 4 日に開催した健康フェスタの様
子。中央公民館で茶飲ん場を開設し、
参加者同士で話が弾みました

市 役 所  × ウ ォ ー キ ン グ ク ラ ブ × N P O 法 人 こ ば や し ハ ー ト ム

健康推進課の主な業務
「愛 CAN 笑顔あふれるまち小林」を
合言葉に、子どもから大人の健康づ
くりを支援。予防接種・各種健康診査・
各種がん検診・健康相談・健康教育

一緒に“こころ”と“からだ”の
健康づくりに取り組みましょう！



　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

4

16 日
内村病院 23-2575

和田クリニック 23-5653

23 日
園田病院 22-2221

高﨑皮膚科医院 22-8521

29 土
堀胃腸科外科医院 23-3988

整形外科押領司病院 22-3131 

30 日
沖内科小児科医院 22-4043

柊山医院 22-2503

5

3 水
槇内視鏡内科病院 22-2819 

桑原記念病院 22-4138

4 木
小林泌尿器科クリニック 25-0505

押川病院  44-1005 

5 金
整形外科前原病院 23-1711 

よしむら循環器内科クリニック 27-3339 

7 日
小林保養院 22-2836 

二口子供医院 22-5885 

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 日（曜日）

区
4
月

5
月

水流迫、東方 1・2 4 2
真方１・２・３ 3 1

南西２・３、通り町 5 8
南西１の西、南西４

本町、新生町
6 9

南西１の東、
種子田

7 10

北西１・３、緑町 10 11
北西２、坂元 11 12

西町１・２・３
南島田

13 15

仲町、永田町、
後川内

12 16

細野２・３、
南真方

20 17

細野１、南真方西 21 18
南真方東、

上町、上町西
25 25

上町中、上町東、
上町北

26 26

西堤、南堤 27 30
北堤 28 31

野尻地区
（第 3 日曜）

16 21

須木地区
（第４日曜）

23 28

今月の　これは何ごみ？

「使用しなくなった薬」
答えは左のページ。

26

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 会　場 時　間

妊婦健康相談
母子手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 小

林
市
保
健
セ
ン
タ
ー

9：00 ～ 11：30

１歳６ヶ月児健康診査 4 月 13 日（木） 受付
12：45 ～ 13：15

３歳児健診 4 月 14 日（金） 受付
12：30 ～ 13：15

もぐもぐクッキング 4 月 19 日（水） 受付（要予約）
13：45 ～ 14：00

●健康相談

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

4

20 木

まちかど健康相談室

小林市役所１階ロビー 13：30 ～ 15：30

21 金 希望の店　野尻店 13：30 ～ 15：30

27 木 小林郵便局 13：30 ～ 15：30

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 4 月 5 月
野尻町保健福祉センター 11 日（火）、18 日（火）、25 日（火）2 日（火）、9 日（火）

●けんしん相談会
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先

4 月 27 日（木） 小林市保健センター 完全予約制
23‐0323

くらし　４月１０日～５月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

4

11 火 人権・行政・なやみごと 市役所１階会議室

10：00 ～ 15：0018 火 人権・なやみごと 市役所 4 階会議室

25 火 人権・なやみごと 市役所 4 階会議室

5
9 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：00
11 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 4 月 16 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談 ※要予約 4 月 20 日（木） 本庁 4 階大会議室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！　誰かに話してみませんか？
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間
4 月 23 日　（日） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
4 月 27 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

　農地移動申請　

場所　農業委員会事務局
時間　8：30 ～ 17：15
受付開始日　4 月 11 日（火）
受付締切日　4 月 17 日（月）

　これは何ごみ？答え　

薬は燃やすごみです。ただ
し、包装している容器は分
別区分に従ってお出しくだ
さい。

　税・保険料の納付期限
※納期限は 5 月 1 日（月）です。

固定資産税・都市計画税（1 期）

国民健康保険税・介護保険料（1 期）
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付
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）
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）
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西
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小
林
こ
す
も
す
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ン
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ク
ラ
ブ　
　

会
長　

今い
ま
い井

悠ゆ
う
じ二
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に
し西
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り鳥

大お
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つ
ぼ坪

重し
げ
こ子

・
ベ
ッ
ド
の
お
礼   

木き
き
り
く
ら

切
倉
久ひ

さ
え枝

●
物
品
寄
付

・
介
護
用
品　
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折
口
商
店　

代
）
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り
ぐ
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皆
様
の
ご
芳
志
に
厚
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礼
を

申
し
上
げ
ま
す

◎
問

・
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

　その他の行事・イベント

「二原遺跡公園公開日」
　4 月 16 日（日）
　9：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園
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